
 
 

 ＺＺ世世代代にに向向けけたた性性感感染染症症のの予予防防行行動動推推進進事事業業  

北多摩北部保健医療圏 

実 施 年 度  開始 令和 6年度 終了 令和 7年度 

 

 

 

 

 

背     景 

  東京都内の梅毒の報告数は、例年 1,500件前後で推移していたが、令和 3年は 2,451件、令和 4

年は 3,677件、令和 5年は 3,699件と、右肩上がりに増加が見られた。年齢階級別・性別報告数で

は、男性は 20～50歳代、女性は 20歳代が罹患者の中心で、Ｚ世代を含む若い世代を中心に梅毒が

広がっている。 

一方、令和 5年度の管内大学での感染症予防啓発実施時、大学職員から「性行為により性感染症

に罹患することを知らない学生もいる」との声が聞かれ、Ｚ世代の中で適切な性感染症予防行動が

とれていない可能性があることが推測された。また、当保健所での性感染症検査の受検者は 50歳代 

以上が約半数を占め、検査ターゲット層としているＺ世代をはじめとする若い世代の受検につな

がっていなかった。 

そこで、Ｚ世代への効果的な普及啓発の検討・実施を通じて、Ｚ世代が正しい性感染症に関する

知識を習得し、予防行動・受検行動につながることを目指し、本事業を開始した。 

  

 

目     標 

【【ＺＺ世世代代がが性性感感染染症症をを身身近近なな課課題題とと捉捉ええ、、正正ししいい知知識識をを習習得得しし、、予予防防行行動動やや受受検検行行動動ににつつななががるる】】  

・性感染症に関する啓発動画を制作し、視聴者に予防行動や受検行動を促す。 

・動画の視聴者数や視聴者からの反応、視聴後アンケート結果を基に、活動への関心度や認知度、

意識の変容等の評価を行い、更にターゲット層に届きやすい啓発活動につなげる。 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

【【性性感感染染症症予予防防普普及及啓啓発発】】  

・Z世代へのアンケート調査を実施し、性感染症に関する認識や予防行動、検査や受診に影響する

要因について分析し、管内大学の学生団体と協働し予防行動・受検行動につながる動画を制作。 

・動画完成後、大学・高校・市健康主管課等、動画を用いての普及啓発に協力を得られた団体を対

象に動画完成報告会を実施。 

・自主媒体(保健所ホームページ、東京動画等)で動画を公開すると同時に、協力が得られた管内大

学の学園祭で動画を披露。その他、管内大学・高校・公共交通機関・医療機関、商工会等に動画

の二次元コードを掲載したステッカーまたはポスターを配布し、広くＺ世代に対して啓発活動を

展開。 

・動画公開後、アンケート調査にて、動画視聴後の性感染症に関する認識の変容等を分析し、動画

視聴前と動画視聴後の行動変容を評価。 

  

 

 

 

評      価 

・動画を視聴することで、Ｚ世代が性感染症を身近な課題ととらえ、受検行動を促すことができ

た。検査の具体的なイメージを思い描くことができたことが心理的ハードルを下げ、受検者数の

増加につながったと考えられ、ＺＺ世世代代のの若若年年受受検検者者層層のの割割合合がが約約 1166％％増増加加した。 

・動画の内容は、無関心層にも検査を受けてみようという動機につながる効果があることが分かっ

た。一方、YouTube や東京動画での公開、公共機関等での二次元コードの貼付といった方法では

無関心層にアプローチすることが難しいことも判明した。 

・動画はＺ世代にとってわかりやすく、視聴することで性感染症の不安がある際に、保健所検査を

選択肢にすることを周知でき、受検者数の増加にも一定程度寄与することが分かった。Ｚ世代の

目に留まる啓発方法としては SNS が効果的であり、この事業を通して築いた大学や高等学校、職

域との連携を活用しながら、今後も SNSを効果的に活用した啓発を継続していきたい。 

 

問 合 せ 先 

多摩小平保健所保健対策課感染症対策担当 

電話     042-450-3111 

ファクシミリ 042-450-3261 

E-mail     S1153503@section.metro.tokyo.jp 
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１１  事事業業背背景景  

東京都内の梅毒の報告数は、令和

3 年は 2,451 件、令和 4 年は 3,677

件、令和 5 年は 3,699 件と急増し、

年齢階級別・性別報告数でみると、

男性は 20～50 歳代、女性は 20 歳代

が中心で、Ｚ世代を含む若い世代を

中心に広がっている。 

一方、令和 5 年度の管内大学での

感染症予防啓発活動実施時、大学職

員から「性行為により性感染症に罹患することを知らない学生もいる」との声が聞かれ、Ｚ世代が

適切な性感染症予防行動をとれていない可能性があることが推測された。また、当保健所での性感

染症検査では、受検者は 50 歳代以上が約半数を占め、検査ターゲット層としているＺ世代をはじ

めとする若い世代が受検につながっていない現状がある。 

そこで、Ｚ世代への効果的な普及啓発の検討と実施を通じて、Ｚ世代に正しい知識を付与し、予

防行動・受検行動につながることを目指した。 

※Ｚ世代とは、1990 年代半ばから 2010 年代序盤に生まれた世代で、令和７年現在 14 歳から 30 歳前後の年齢層を指す。 

 

２２  事事業業目目標標  

ＺＺ世世代代がが性性感感染染症症をを身身近近なな課課題題とと捉捉ええ、、正正ししいい知知識識をを習習得得しし、、予予防防行行動動やや受受検検行行動動ににつつななががるるこことと  

（１年目） 

・Ｚ世代へのヒアリングとアンケート調査により、性感染症に関する認識や予防行動、検査や受診

に影響する要因について実態を把握できる。 

・Ｚ世代への効果的な啓発媒体による啓発活動を企画できる。 

（２年目） 

・大学関係者、学生団体等と協働し、性感染症に関する啓発動画を制作し、管内大学・高校 ・市健

康主管課・公共交通機関への動画掲載二次元コードの配布、学園祭での活動等を通じてＺ世代への

動画視聴を促すことができる。 

・動画視聴後のアンケート、保健所性感染症検査の受検状況等を分析し、次年度以降の予防啓発活

動につなげることができる。 

 
３３  事事業業内内容容  

 
 
 
 
 
 
 
 

急増！

東京都における梅毒の報告数

引用：東京都健康安全研究センター

1年目（R6年度）における取り組み

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

勉強会

性感染症への
若者の認知、
Z世代の特徴の把握

アンケート案
検討

アンケート調査

管内の６大学、
保健所検査に来た
若者に調査を実施

ヒアリング調査

アンケート
結果分析

普及啓発方法の検討

学生団体と助言者との
意見交換会
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【助言者】一般社団法人ゆるっと性教育 理事 藤澤雄太氏（国立看護大学校講師） 

【協働協力】国立看護大学校学生団体 CSEBNs、津田塾大学学生団体レアスマイル、武蔵野大学学生

団体 CREATORS 

【管内 6 大学】嘉悦大学、国立看護大学校、白梅大学、津田塾大学、武蔵野大学、武蔵野美術大学 

 

（１）動画制作 

ア 動画内容検討会（WEB 開催） 

動画の内容や構成、イラストのテイストやナレーション等について大学関係者や学生団体の意見

を聴取した。「同じ目線に立ち共感を引き出せるようなメッセージがよい」等の意見を参考に、Ｚ

世代が抵抗なく視聴できるよう工夫した。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
動画 URL：https://tokyodouga.metro.tokyo.lg.jp/vghr5smld-e.html（令和 8 年 4 月現在アクセス可） 

 

イ 動画制作報告会（WEB 開催） 

大学・高等学校の保健担当職員、市健康主管課職員等を対象に動画の内容を報告した。 

 

（２）グッズ制作 

ア ステッカー 

動画の二次元コードを掲載したステッカーを制作した。洗面所の鏡などに貼付することを想定し

て、H100 ㎜×W150 ㎜のサイズで制作。 

イ コンドームケース 

コンドームを携帯できるサイズ（Ø90 ㎜×マチ 20 ㎜）のコインケースに多摩小平保健所のオリ

動画制作

3分Ver（知識と検査勧奨）と30秒Ver（知識編・検査勧奨編）を制作

動画に込めた主なメッセージ
・性感染症の罹患可能性、特徴 ・コンドームの使用
・パートナーとの検査の勧め ・保健所検査の具体的な受け方、検査の流れ
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ジナルキャラクターとレッドリボンを配置した。キャンペーン時のノベルティグッズとして制作。 

ウ のぼり 

大学等でのキャンペーンで使用できるよう制作した。 

 
 
 
 
 
 

「ステッカー」        「コンドームケース：表・裏」    「のぼり」 

 

（３）動画普及啓発キャンペーン 

ア 大学 

許可が得られた大学では、学園祭にて学生団体と協働し、来場者に動画視聴を促した。学園祭で

の活動ができなかった大学についても、許可を得た上で、学生に動画掲載チラシを配布した。動画

視聴後にはアンケート回答への協力を依頼した。 

イ 高等学校 

養護教諭等を通して、校内洗面所等へのステッカーの貼付を依頼した。 

ウ 鉄道会社 

鉄道会社の許可を得て、管内大学の最寄り駅を中心に、駅構内にステッカーを貼付した。 

エ 医療機関 

管内医療機関 522 か所に対して、ステッカーと同デザインのポスター （A4 サイズ）を配布した。 

オ 管内 5市（小平市、東村山市、清瀬市、東久留米市、西東京市） 

市健康主管課、スポーツ施設、公共施設、商工会に対し、ステッカーの貼付を依頼した。 

 

（４）関係者による今後に向けた検討会（WEB開催） 

動画公開後の検討会では、大学関係者、学生団体より、以下の意見及び助言が得られた。 

・動画はわかりやすく、今まで知らなかったことも知ることができた。 

・現在動画が上げられている YouTube より Instagram の広告に動画が上がれば見る。 

・駅などではスマートフォンを見ているため、周囲の掲示物は余り目に入らない。 

・今後、無関心層にどう動画を視聴してもらうかが課題。 

以上により、動画はＺ世代に受け入れられる内容であるものの、動画視聴の周知や方法に課題があ

ることが分かった。 

 
４４  事事業業評評価価  
（１）動画視聴後アンケート 

ア 実施方法及び回答回収方法 

大学学園祭（令和 7 年 10 月 18 日及び 19 日）にて学生団体イベントブース内に多摩小平保健所

のコーナーを設置し、来場者が動画を視聴した後 WEB フォームにてアンケートに回答した。同日大

学構内で動画及び視聴後アンケートの二次元コードを掲載したチラシを配布し、動画視聴及びアン
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ケートの回答を促した。 

同年 11 月から 12 月に管内 4 大学構内でも上記のチラシを配布し、動画視聴及びアンケートの回

答を促した。 

イ アンケート回答結果 

70 名が回答し、うち 56名（80％）が 14 歳から 29 歳に属するＺ世代であった。回答者全体の性

別は、男性 20％、女性 77％、その他 3％であった。主な Z 世代の回答を以下に示した。 

【【動動画画視視聴聴前前のの性性感感染染症症検検査査ににつついいててのの印印象象】】 
 
 
 
 
 
 
【【動動画画視視聴聴後後のの性性感感染染症症検検査査ににつついいててのの考考ええ】】  
 
 
 
 
 
 
【【動動画画視視聴聴前前後後のの性性感感染染症症検検査査ににつついいててのの印印象象のの変変化化】】  
 
 
 
 
 
 
【【動動画画視視聴聴前前後後のの性性感感染染症症検検査査へへのの抵抵抗抗感感】】  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

動画視聴前︓性感染症検査について半数以上は何らかのネガティブなイメージを抱いていた。 
動画視聴後︓検査へのネガティブなイメージを払拭でき、「不安があったら保健所検査」という 

選択肢を知ってもらい、関心を持ってもらうことができた。 
➡ 今回の動画の内容だけでは性感染症検査への抵抗感に対しては対応が不十分であ

り、抵抗感が生じている理由と保健所ができることを今後も考えていく必要がある。 
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（２）多摩小平保健所 性感染症検査受検者年齢層の比較 

保健所の性感染症検査の受検者層を、事業開始前の令和 5 年度と令和 7 年度で比較すると、ＺＺ世世

代代ででああるる 2200 歳歳代代ままででのの若若年年受受検検者者層層のの割割合合がが約約 1166％％増増加加ししたた。。これには令和 7年度から WEB 検査

申込が開始されたことも影響している可能性はあるものの、本事業の実施により、動画を視聴した

Ｚ世代が、性感染症を身近な課題と捉え、正しい知識を習得し予防行動につなげることができた結

果であると考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５５  ままととめめとと今今後後のの取取組組  

本事業の実施により、動画を視聴することでＺ世代が性感染症を身近な課題ととらえ、受検行動

を促すことができた。また、検査の具体的なイメージを思い描くことができたことが心理的ハード

ルを下げ、受検者数の増加につながったと考えられた。 

また、動画の内容は、無関心層にも検査を受けてみようという動機につながる効果があることが

分かった。一方、YouTube や東京動画での公開、公共機関等での二次元コードの貼付といった方法

では無関心層にアプローチすることが難しいことも判明した。 

動画はＺ世代にとってわかりやすく、視聴することで性感染症の不安がある際に保健所検査を選

択肢とすることを周知でき、受検者数の増加にも一定程度寄与することが分かった。Ｚ世代の目に

留まる啓発方法としては SNS が効果的であり、この事業を通して築いた大学や高等学校、職域との

連携を活用しながら、今後も SNSを効果的に活用した啓発を継続していきたい。 

性感染症検査受検者数の比較

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7年度

R5年度

性感染症検査受検者数の比較（6～12月まで）

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代以上

約16％増加︕

20歳代以下の受検者層の割合が増加
WEB申込みが開始したことも影響した可能性あり
事業目標「Z世代（15～29歳）が性感染症を身近な課題ととらえ、正しい知識の習得や予防行動に
つなげる」ことができた
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